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Summary In the snowy Joetsu area, the people have made use of the "GANGI" since ancient
times. The "GANGI" is a passage with large eaves.

Many people living in this area build a "TAKAYUKA-SHIKI house", however people with a
foot impediment will encounter some problems when they live in this house.

Wesuggest an example of a house without a high level floor, where we can continue do live
for our entire life. We propose the "GANGI" as a countermeasure against snowfall, and
suggest a toilet next to the bedroom of the aged person. When the aged person has walking
difficulties, we suggest the use of same kind of lifts. The following are several points of a
fundamental view of the design of a house of the future.

① A house in which a wheelchair, can be used.
② A house with little manual snow-removal work.
③ Exclusion of barriers to both cold and heat.

④ A house without the danger offire.
⑤ A house that is based on environment protection considerations.

⑥ The use of building materials that do not produce harmful matter.

⑦ A house with a structure that facilitates care of the aged.
⑧ A house in which a patient can receive long-term home care.

⑨ A house with space in which the inhabitant feels at ease.

要　約　雪の多い新潟県上越地域では、その雪対策として昔から雁木(がんぎ)が作られてきた。

昨今この地域で新築される住宅は圧倒的に高床式住宅が多い。高床式住宅は足が不自由になった者

にとっては問題点も多い。ここでは雪対策に雁木を取り入れ、いつまでも住み続けられる住宅の一

例を提案した。この住宅は高齢者の専用トイレを寝室に隣接して設置した。また高齢者の足・腰が

弱った時には、様々なリフトが使用できるよう準備した。

これからの住宅に必要な基本的な考え方を以下に提示した。

①車椅子が使用できる。

②人力による冬季の除雪作業が少ない。

③寒さ、暑さのバリアの除去。

④火災の危険性を避ける。

⑤環境保全を考慮する。

⑥有害物質の出ない建材の使用。

⑦介護がしやすい構造。

⑧長く在宅療養が可能。

⑨心が安らぐ空間を持つ。

Keywords　住宅(house)、上越地域(Joetsuarea)、バリアフリー(barrier free)

高齢者(the aged, elderly)、雁木(GANGI)
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はじめに

ナイチンゲールの「看護覚え書」では「看護の第

一の原則は、室内の空気を戸外の空気と同じにきれ

いに保つことである。構造の悪い家屋は健康な人に

悪い影響を与える。家のなかの空気がよどんで動か

ないようにすれば、病気は必ず発生する」と述べ1)、

居住環境の整備は看護の第一原則であることを挙げ

ている。また福祉先進国の北欧では「福祉は住居に

始まり住居に終わる」と言われており、住居の環境

整備が在宅福祉・在宅ケアの基盤となっている2)。

住宅事情にかかわる高齢者の事故死が問題になっ

ている。高齢者の人口動態統計では家庭での不慮の

事故死が平成8年度は7,500人を超え、交通事故死

の約1.5倍になった3)。住宅内での事故死では、ス

リップ、つまづき、よろめきによる同一平面上での

転倒がもっとも多い。小さな段差や滑りやすい床、

足元の障害物などが大きなバリアになっている4)。

住環境整備は昔から重要であったが、超高齢社会を

迎える今日では、より重要な課題になっている。

介護保険制皮は2000年4月から運用される予定で

ある。「介護給付」は要介護者の家庭で介護を受ける

「居宅サービス」と「介護保険施設」に入所して介

護を受ける「施設サービス」に分かれる。新潟県で

の介護施設のベット数の充足状況は平成10年11月

の調査(82市町村からの回答)で「基準数が確保で

きる」と「基準数を超える」は合わせ.て29市町村

(35.3%)で「基準数に満たない」が40市町村(48.9%)

であった5)。

一方、厚生省によれば、現在ホームヘルパーの派

遣を受けて暮らしている人は全国で約41万世帯(平

成10年3月現在)であるが、その10%に相当する4

万人程度が「要介護認定」で「自立」と判定される

見込みである6)。介護保険制度が施行されても、当

分受け入れる介護施設の体制が充分ではなく、また

「要介護認定」の基準や介護認定どおりのサービス

が提供されるか疑問視する声も多い。しかし時間が

かかっても介護保険制度による公的介護の充実が望

まれる。そしてそれと共に福祉の基本になる住環境

の整備も急がれなければならない。介護保険制度が

能率よく運用されるには住環境が大きく影響する。

住環境が整備されないと介護のコストが高くなり、

自立も難しくなる。住宅の質によって、自分の住み

慣れた住環境のもとで快適に住み続けられるかどう

かが決まる。ここでは快適住まい環境研究会がおよ

そ3年半にわたって調査し、研究してきた「上越地

域に適し、これからの時代を生き抜くために必要な

住宅」を考察し、具体的な例を提案する。

1、上越地域の住宅の特殊性

1)高床式住宅

上越地域で建設される新しい住宅は圧倒的に高床

式住宅が多い。雪の多い上越地域にあっては雪処理

の労力が軽減するため、そのメリットは大きい。し

かし高床式住宅の問題点も少なくはない。そのメリ

ットとデメリットについては杉田らがまとめて報告

している7)。高床式住宅の最大のメリットは、たと

え3メートルの積雪を超える豪雪でも雪処理の心配

はほとんど必要ないことと、床下部分が車庫・物置

として土地を有効に利用できる点である。一方最大

のデメリットは足・腰が弱ると外出しにくくなり、

また同様な状況の友人が訪問できなくなることであ

る。

2)冬季の雪対策

上越地域では冬季の雪対策は必須である。屋根の

雪処理法には①耐雪型、②融雪型、③落雪型、

④手掘り型がある。現状では「手掘り型」がもっと

も多い。この地域の住宅の柱は雪の少ない地域のも

のより太く、およそ12cm角でかなりの積雪にも耐

えられるようになっているが、積雪が1メートルを

超すと、人手による屋根の雪掘りが始まる。

通路の雪対策は、①「雁木」、②地下水の利用、

③ロードビーテング、④流雪溝、⑤小型ハンドロ

ータリー等の除雪機、⑥スコップ又は除雪ダンプを

使う手掘り、があげられる。市街地では「雁木」と

流雪溝が主体で、車の通る道路は地下水を散布する

消雪が主である。市街地から離れた地域では地下水

による消雪法がもっとも多く、他は手掘りか小型ハ

ンドロータリー等の除雪機が使われている。

2、これからの住居で考慮すべきこと

今後は高齢者人口がさらに増加するが、「高齢者の

ための住居」ではなく、幼児から高齢者までが快適

に生活できる住居を目指さなければならない。高齢

になって生ずる身体的不都合は様々であって、前も

って考えられる状態に対応する住居は建てられない。

さらに身体的不都合の生ずる前に死を迎えるかもし

れない。従って余りお金をかけずに充分な準備だけ

を行なっておくことである。来年の2000年4月から
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は身体的状況に対応した住宅の細かな改善は介護保

険制度が補う予定になっている。しかし住居の基本

的な構造は、様々な身体的不都合に対応できるよう

に事前に造っておかないと、その後の改善に費用が

かさみ過ぎて介護保険では対応できないことになる。

以下にこれからの住居で考慮すべき基本的な事項を

上げた。

1)基本的な考え方

①足・腰が弱った場合を考慮し、床は滑らない材

質で、段差をなくし車椅子で生活できるように

する。

②冬季の雪対策を考慮し屋根や玄関先の除雪作業

を可能な限り少なくする。

③寒さ、暑さもバリアと考え、高気密高断熱型で、

かつ「夏の風通し」を良くする。

④近所に火災の心配をかけないように考慮する。

⑤地球温暖化防止、水質保全、省エネルギー等の

環境保全を考慮する。

⑥有害物質の出ない建材にする。また将来の住宅

取り壊し時の廃棄物と資材のリサイクルを考慮

する。

⑦地域の人々との交流、対話が自然にできる空間

をつくる。

⑧介護がしやすい広さと構造にする。

⑨長く在宅療養が可能な構造にする。

⑩住む人の心が休まる工夫を取り込む。

2)住居の基本構造

高床式住宅にするかどうかが大きな問題である。

「快適住まい環境研究会」では高床式住宅の場合は

エレベーターを設置するか、設置できるスペースを

確保しておくことを勧めている。エレベーター設置

には250万円程度の費用が必要である。ホームエレ

ベーターを設置する場合は住宅金融公庫から割り増

し融資が受けられるが、100万円が限度である8)。高

床式住宅であれば上越市は200万円を上限に低利の

融資制度(平成11年の利率は1.8%)があり、さらに

高床式で屋根を落雪型にした克雪住宅であれば44万

円を上限に補助金を交付している(窓口は上越市建

築住宅課)。

一方、高床式住宅でなければ雪による「窓押し」

の対策が必要である。それには次の方法がある。

①窓の外側に板をはめ込み、雪による「窓押し」

を防ぐ従来法。

②屋根構造を耐雪型或いは融雪型にして、屋根か

らの雪が窓近くに積もらないようにする。

③「雁木」(がんぎ)をつくる。

④一階の「窓押し」の生ずる周辺を電力或いは灯

油を熱源にした方法で消雪するか、地下水を散

布して消雪する。

ここでは、これからの家族構成、地域の年齢構成、

風土等から住居は基本的には高床式住宅ではなく、

耐雪型或いは融雪型で上越市(高田)の貴重な遺産

である「雁木」を取り入れた基本構造を提案した。

統計によれば2010年には高齢者の70%は一人か二人

暮らしになると予想されている9)。緊急避難や地域

住民同士の助け合い、連帯感の醸成などを考慮する

と、高床式住宅はそれらのバリアになると考えられ

た。

3)通路と玄関

①屋根付き通路(雁木)で家屋から道路までの除

雪作業を省く。通路は玄関へ続く大切な空間で

あるので、左右の壁によって暗くならないよう

にする。

②通路は車庫を兼ねる。普通車を入れても車椅子

で通れる幅にする。

③玄関は車椅子で入れるように900mm以上の広い

ドアまたは引き戸にする。

④通路と玄関の段差、玄関とホールの段差は2cm

～5cmにして、さらに材質の色で室外と室内、

玄関とホールを明確に識別できるようにする。

⑤腰をおろして靴を脱着するイスを設置する。

屋敷内の雪対策は自己責任で対応するのが原則の

ようである。上越市の高田地区の中心地域外では地

下水を利用する場合が多い。その結果地盤沈下が問

題になっている。流雪溝の工事も進められているが

上越地域全体がその恩恵に浴するにはまだ相当な時

間がかかる。従って地下水を使わず、人的労力も使

わない方法は上記の「雁木」か「ロードヒーティン

グ」である。ここでは維持費のかからない「雁木」

を提案した。

近年住宅のバリアフリーが一般化して、まったく

段差のない玄関も見られるようになった。しかしこ

こでは玄関とホールの段差は2cm～5cmにすることを

提案した。これは全く段差がないと眼の不自由な人

や幼児には玄関とホールの区別が付きにくいこと、

また脱いだ靴がホールに筒単に上がって不衛生にな
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ることが上げられる。そのため車椅子でも乗り越え

られる程度の段差を提案した。

4)トイレ

①1階に高齢者専用を設置する。

②専用トイレは昇降便座にする。

③介護しやすいように広いゆとりを取る。

④洗面も可能な洗面台を取り付ける。

⑤脱臭機能つき便器と換気扇をつける。

⑥手すりはあらかじめL字型をつける。

⑦ドアーは外開きか引き戸にする。

⑧寝室との段差はつけないが、トイレの内部を水

洗いできるようにしておく。

⑨寒くないよう暖房を埋め込み式のもの又はルー

ムヒーター付き便座を使用する。

⑩非常用コールボタンを設置するか、設置用のパ

イプを通しておく。

いつまで自宅で快適に暮らせるかどうかは「トイ

レ」の構造と位置によって決まる。トイレは寝室の

隣で、場合によってはトイレと寝室の間の壁、或い

はドアーを取り払えるように準備しておく。そのた

め始めから専用トイレの他に、他の家族と外来者用

のトイレを別に設置する。当分そこまで考える必要

がなければ、それが可能な場所を準備しておき、物

置或いは押し入れにしておく。

5)風呂

①寝室から風呂までの距離は最短にする。

②介護者と共に移動できる通路の幅を確保する。

③天井走行リフトを利用する場合を考慮し、トイ

レに隣接させる。

④浴槽は半埋め込み式で脱衣場との段差をなくし

ておくか、スノコを利用して段差をなくすこと

を考えた段差にしておく。

⑤床暖房をする。

⑥　2人用の大型浴槽が望ましい。

⑦腰掛け式シャワーが取り付けられるスペースを

確保しておく。

⑧非常用コールボタンを設置するか、設置できる

よう準備しておく。

風呂は床暖房で段差なく、掃除のしやすい工夫が

されているものが市販されている。

6)台所と脱衣所

①煮炊きは電力による電磁調理機、クッキングヒ

ーターにする。電磁調理機やクッキングヒータ

ーは200Vの電力であるが、今はどの家庭にも

200Vの製品が使えるように配線されている。安

全性の面から都市ガス或いはプロパンガスは避

けたい。

②給湯は台所、風呂、シャワー、洗面所、高齢者

専用トイレの洗面台の5個所が必要である。給

湯は料金が1/3の深夜電力を使用する蓄湯型で、

昼間お揚が不足した場合には、昼電力も使える

型にする。契約の方法によっては深夜電力のみ

の利用があるが、この場合は湯を蓄えるタンク

を大きくする。お湯を使い切ってしまうと、夜

11時からの深夜電力の使用時間まで待たなけれ

ばならない。

③ごみの搬出と避難口用に台所から外に出れるド

アーまたは戸をつける。

④従来型の洗濯機は、半埋め込みにして、出し入

れしやすくする。(ただし最新式の水を多く使わ

ない横型の洗濯機は半埋め込みにする必要はな

い。)

⑤脱衣所には鏡付き洗面台とタオル・下着類収納

キャビネット或いはそれらを一体化したシステ

ム洗面化粧台を入れる。

⑥暖房をする。

台所用品はシステム化され使い良いものが市販さ

れている。実際はその中から選ぶことになる。150

万円程度でかなり高価である。元気で立って台所の

仕事ができる時と、それが辛くなって腰掛けて(或

いは車椅子で)仕事をする時の両方に対応する工夫

のされているものが良い。電動式で上下に動くさら

に高価なキッチンもある。

7)座敷兼高齢者の寝室

①高齢者専用トイレの隣を寝室にする。

(彰様々な医療機器の搬入が可能なように天井にも

電源を準備しておく。

③天井走行リフトの使用を考えて天井裏の補強を

しておく。

④濡れ縁を作り、そこから外に出れる自由で快適

な居室にする。

⑤高齢者のこれまでの生活を尊重し、これまでの

習慣や身の回りの物品を可能な限り変えないよ

うにする。従って必要なら床の間や仏壇、使い
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慣れた家具を取り入れる。

⑥廊下と段差のない部屋にする。

⑦非常用コールボタンを設置するか、設置用のパ

イプを通しておく。

8)居間

①　ピアノや重い物を置く可能性のある場所の床は

頑丈にしておく。

②様々な人が、多目的で集まれるように可能な限

り広く、自由な空間にしておく。

新潟県も「きづなの強い地域づくり」を提唱して

いる10)。これは公民館や地域の福祉関連施設の充実

と共に、個人レベルにおいても「対話できる環境の

確保」が重要と思われる。友達や地域のボランティ

ア仲間、隣近所の方々とのコミニュケーシヨンの場

としての居間は今後さらに重要になると考えられる。

9)階段と2階

①階段にはテスリを付けるか、将来テスリが付け

られるように準備しておく。

②フットライトをつける。

③2階にもトイレを設置する。

④1階と同様、雪による窓押しを防止するため、

長い庇をつけ、干し物ができるベランダ風にす

るム

10)暖房と太陽光発電

①暖房は電気で暖めたお湯を各部屋毎に循環させ

る方式か或いは深夜電力を使った蓄熱式にする。

②太陽光を受ける場所に発電パネルを設置する。

通常家庭用は2KWか3甜発電である。3珊発電

で約9坪分のパネル設置面積を要する。

寒さもバリアであるので、可能な限り住居全体を

一定の温度に保つ暖房が望ましい。また高気密高断

熱の構造の場合は室内で灯油やガスなどの燃料を燃

焼させる暖房システムは避けた方が無難である。台

所の煮炊きや給湯、暖房も安全性の面から電力が望

ましい。それゆえ可能であれば太陽光発電を行ない

たい。上越市と新エネルギー財団が補助金を出して

いるので、約31珊発電装置で個人負担の金額は150

万円から200万円程度である11)。上越市の補助金交

付申請書を表1に、表2には新エネルギー財団の応

募申し込み書を転載した。

上越地域は年間の発電可能時間は短く、約3KW発

電装置で使用電力の70%を補う程度と言われる12)。

従って計算では投資分の電力料金は回収できないが、

一方的に消費電力を増加させる住宅は太陽光発電が

あってバランスが取れるのではないかと考えられる。

11)建材とリサイクル

シックハウス症候群は化学物質過敏症とも呼ばれ、

発汗異常、不眠、不安、下痢、心惇克進、皮膚炎等

の症状が出現する。建材に含まれるホルムアルデヒ

ド、トルエン、パラジクロロベンゼン等がその原因

化学物質である13)。天然の無垢材であれば問題は生

じないが、接着剤を使用した建材の中に有害化学物

質を出すものがある。この場合は計画的な機械換気

が必要である。

またこれからの住宅は「取り壊した時のゴミの量

と質」が考慮され、かつ資材のリサイクルが考えら

れなければならない。外壁と内壁の間に詰める材質

がガラスウール等の不燃性の物であれば、廃棄後も

そのまま腐らずにいつまでも残る。いつまでも腐ら

ない物質であればリサイクルが可能のように、或い

は不燃性であっても、自然の循環に戻せる材質の開

発が待たれる。

我が国の通産省は住宅資材のリサイクルの方針を

出している。産業廃棄物の2割を建設廃材が占めて

いること、焼却によるダイオキシンの発生が避けら

れないこと等による。これからの住宅は(1)分解し

やすい住宅設計②素材規格の統一化③耐久期間

の長い素材の選択が求められている14)。

12)心の安まる空間

古来の日本住宅は仏壇や囲炉裏、大黒柱等が心安

まる空間や物であったように思われる。最近は暖炉

を設置して、炎を楽しみながら暖房を兼ねる住宅が

見られるようになった。火と炎は人の心を満たすよ

うである。また沢山の図書を収納した書斎が心安ま

る空間である場合もある。さらに水のある空間、植

物や農作物を育てること、様々なペットを飼うこと

等々、そこに住む人にとり心安まるものがあって「快

適な住まい」になる。「心安まることは何か」が考え

られた住宅であって欲しい。

3、上越地域でのこれからの住宅の1例

具体的に1つの家族を想定して設計した住宅例を

提案した。想定した家族の状況は、高齢者と共に生
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表1　太陽光発電の設置に対する上越市の補助金交付申請書

補　助　金　交　付　申　請　書

下記のとおり交付くださるよう申請します。

平成　　年　　月　　日

上越市長　　　　　　　殿

申　 請　 者

住　　 可

氏名又は名可　　　　　　　　　　　　

補 助 事 業 の

地球温暖化防止をはじめとする環境保全対策の一環として、市内にお

ける太陽光を利用したクリーンエネルギーの導入を促進するため、住

目的及び内容 宅用太陽光発電システムの設置に要する経費の一部を補助し、普及を

図る。

事

業

費

収　　　　　 入 支　　　　　　　　 出

区　　　 分 金　　　 額 区　　　 分 金　　　 額 説　　　 明

市　 補　 助　 金 機 器 購 入 費

財 団 補 助 金 設 置 工 事 費

そ　　 の　　 他 そ　　 の　　 他

計 計

* 機器購入費 :太陽電池、架台、接続箱、開閉器、インバータ、保護装置、電力

量計

* 設置工事費 :配電器具購入、据付、その他機器設置工事費

交付を受けようとす

る補助金の額

竿等慧 吾 平成　 年　 月　 日

同　　　　　　　 上 住宅用太陽光発電システムの設置、 1kw 当たり1 7 万円と

算　 出　 基　 礎 し、6 8 万円を限度とする。

そ　　　 の　　　 他

(交付・不交付の決定)

※

補助 金 の名称

※

交付 決定額 円

※

交 付 条 件 等

・交付 時期 及 び金 額

※　 支　 出　 科　 目

　・　　・　　・
・不交付 の場 合　 そ の理 由

・補助 金決 定の経 過

・交付 条件 ※　 予　　 算　　 額

別添　 補助 金 交付 決定通 知書 の とお り
千 円

※欄は、申請書において記載しないこと。
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表2　太陽光発電の設置に対する新エネルギー財団の補助金応募申込書 財　団用

平成　　年　　月　　日

財団法人　新エネルギー財団

会　　　長　　　殿

(応　募　者)

住　　　所

ふ　り　が　な

氏　　　名

電話番号

ファックス番号

(〒　　　　　　　)

印

応　募　申　込　書(一般住宅用(一般用))

住宅用太陽光発電導入基盤整備事業補助金交付規程第6条第3項の規定に基づき、下記の通

り申し込みます。

記

1.対象システムの設置を予定する住所

住　　　　　　　　　 所
T

都・道・府・県　　　　　　　 郡-市

設 置予 定 の建 築物 の形 態

所　 有　 者 (住所 ・氏 名 )
T

都一道・府・県　　　　　　　 郡・市

(氏名 )

電灯 契約 者名 (応募 者本 人 )

2.太陽電池の最大出力(予定)

3.補助金交付申請予定額

4.工事着工予定日

5.工事完了予定日

6.完　　了　　日

7.購入予定の太陽電池製造社名(メーカー名)

kw

円

平成　　　年　　　月　　　日

平成　　　年　　　月　　　日

平成　　　年　　　月　　　日

(注1)設置予定の建築物の形態は自己所有の場合は「住宅」、借家などの場合は「借家(アパート)」、
「社宅」等と具体的に記入してください。

(注2)押印は実印とし、印鑑証明書(3カ月以内のもの)添付のこと。
(注3)自己所有によらない住宅に居住する方が、当該住宅への対象システム設置を目的として応募

する場合には、建築物所有者の「承諾書」を添付してください。
(注4)法人が申し込む場合は、氏名を名称、押印を会社印、印鑑証明書を法人の登記簿謄本と読み

替えるものとします。
(注5)「7.」は決定している場合に記入してください。
(注6)「3.補助金交付申請予定額」は、補助金交付規程第5条表中の「87.5万円を超え、95万円

以下のシステム」の金額32.92万円に「2.太陽電池の最大出力(予定)」を乗じた額を記入
してください。
なお、この額は予定額であり、補助金申請書(兼設置完了報告書)が提出された時点で改めて
補助金額を確定します。

受 理 年 月　日 予　 約　 番　 号
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活すること、或いは本人が近い将来に高齢者になる

ことを前提にしている。その他の家族構成は一般的

な「ある家族の場合」である。

夫婦2人で借家生活をしてきたが、高齢の1人暮

らしの母親と3人で暮らすことになった。夫婦には

成人した子どもが3人、そのうちの長女が結婚して

子ども(孫)が生まれ、よく3人で遊びに来ように

もなった。他の2人の子供も年に数回は泊りにくる。

また夫の仕事の関係者や妻が属するボランティア関

係者が良く集まる。

1)設計にあたっての基本的な考え方

前述した基本に加えて、この家族にとって特に考

えたい事項は、

①母親を最後まで看取るための準備と夫婦の老後

対策。

②母親が持ち込む想い出の物品の収納スペース。

③時々泊りに来る娘家族夫婦と他の2人の子供ら

の部屋。

母親は夫の死後1人暮らしをしてきた。今は年齢

相応の身体的衰えがあるため、1階に母親の寝室が

必要である。

2)住居の基本構造

高気密高断熱仕様で耐雪型構造、1階と2階の南

側は通常より長い「ひさし」を出し、窓の「雪押し」

を防いだ。暖房は深夜電力を利用する蓄熱式で床下

に3個所設置した。2階は中央の押し入れの下部か

ら1階の熟を取り込み2階の2部屋に放熱するよう

に設計した。上記の家族の状況と基本的な考え方、

さらに上越地域の冬季の雪対策等の諸事情を考慮し

た具体的な住宅設計案を図1、図2に示した。

3)道路から玄関・ホール

カーポートの雪は「雁木」によって除雪作業を省

いた。「雁木」は屋根とそれを支える柱だけで、屋根

に太陽光発電パネルを設置した。屋根はほぼ東西に

向いているが、この場合の光発電量は真南より約15%

効率が低下すると言われる15)。「雁木」には普通車と

軽自動車の2台を収容する。「雁木」の床は1/12以

下の勾配で家屋の床の高さまで緩やかに上げた。こ

の勾配内であれば車椅子でものぼれる。カーポート

と玄関の段差は5cm、玄関とホールの段差も　5cmと

した。ホールは明るい色で玄関と明暗の差を強くし

た。玄関の引き戸は車椅子が通れる有効幅員900mm

以上である。ホールにあるトイレは主に来客用であ

る。ホールに接する納戸は主に保存食品、食器、台

所の道具類、居間で時々使用するものを置く。この

納戸は冬季には野菜の保存室にするため、次の機械

室と共に外気温と同じくなるようにした。

4)居間と台所

居間と台所は約20畳分の広さがある。大勢の仲間

とのコミュニケーションが可能である。床は段差が

ないので、台所と居間の間の食べ物、食器類の移動

にはキャスターを利用する。台所からの出火が起こ

らないよう電磁調理機とクッキングヒーターにした。

また台所の勝手口から北側の外に出られる。さらに

合併処理浄化槽を設備し水環境の保全を考慮した16)。

上越市では合併処理浄化槽の設置には補助金を出し

ている。その補助金額と補助申請書を表3に示した。

5)母親の寝室、トイレ、風呂、脱衣場

母親の寝室に隣接してトイレ、風呂を設置し、将

来天井走行リフト、或いは床走行リフト17)を使う場

合に少ない費用による改善ですむようにした。母親

が自力で移動できなくなった時は、図3のように3

個所のドアーと戸を取り払い、さらに風呂とトイレ

の壁も取り払う。天井走行リフトは寝室からトイレ、

風呂へのルートと、途中から洗面台に向かうルート

を準備しておく。ただし丈夫な木材で補強しておく

程度の準備である。またさまざまな機器が搬入され

ることを考慮し、部屋の天井に予備電源のコンセン

トを付けた。

6)二階

夫婦は8畳、娘家族らや子供達は12畳の予備室

を寝室にする。8畳の寝室の隣には約8畳分の納戸

を用意した。これは母親が長年使用してきて捨てら

れないものと、書籍類、季節で使用する物品を収め

る。

4、住環境に関する問題点

1)除雪車による除雪後の道路端の雪

上越地域では、冬季に雪が降れば、除雪車が出動

し、道路の雪は左右に押しのけて車両が通行できる

ように対応している。この地域では除雪車で除雪し

てもらわなければ車は使えず、日常生活が成り立た
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図11階平面図
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図2　2階平面図
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表3　合併処理浄化槽の設置に対する上越市の補助金額と補助請求書

補助金額

区　　 分 補　 助　 金　 額 住宅の延べ床面積 (専用住宅) ※

5 人槽 375 ,000 円 100 ㎡以下

6 人槽 438 ,000 円 100 ㎡を超え 130 ㎡以下

7 人槽 438 ,000 円 130 ㎡を超え 160 ㎡以下

8 人槽 555 ,000 円 160 ㎡を超え 190 ㎡以下

1 0 人槽 555 ,000 円 190 ㎡超

11～50 人槽 1,044 ,000 円

※店舗併用住宅の場合は、人槽算定が異なります。

債権者コード　　　　　　請　求　書 L番　号

請求課名 生　活　環　境　課 件　名 合併処理浄化槽等設置費補助金

請求金額
百 千 円検　収

年月日 平成　　 年　　 月　　 日 検収
者印

請　　　　 求　　　　 内　　　　 訳

品　　　 名 数量 単　価 金　　 額 品　　　 名 数量 単　価 金　　 額

合併処理浄化槽等
設置費補助金 一式

合　計上
　
　
越
　
　
市

銀 行 振 込 依 頼

取引銀行

預金種目 当
普NQ

名 義 人

上記のとおり請求いたします。

平成　　年　　月　　日

住所

商号

氏名

上越市長　宮　越　　馨　殿
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図3　天井走行リフト使用時の1階平面図
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ない。しかし左右に押しのけられた雪で、各家庭に

入る通路は雪で塞がれる。

提案住宅も屋敷内の通路は「雁木」で対応してい

るものの、「雁木」と公共の道路の境目の雪が大きな

問題として残る。除雪車が除雪した後の雪処理は、

雪が固くなっている場合が多く大変な肉体労働であ

る。このまま対応が遅れると、たとえ住宅がバリア

フリーでも雪が降ったら家に閉じ込められる人が増

えると予想される。

2)太陽光発電

今年の上越市が個人住宅に太陽光発電を設置する

場合に補助する件数は2件であり、1KWあたり17

万円の補助で、68万円を限度としている。新エネル

ギー財団の補助は表4の内容である。表右の金額に

最大出力(mr)を乗じて得た額になる。7年前に新

潟県で最初に太陽光発電を設置した上越市在住の山

本氏によれば、設置費用が高いために経済的には「採

算は取れない」とのことであった12)。環境保全の面

から太陽光発電の増加が望まれるが、設置費用の引

き下げと、補助金額の増加が検討される必要がある。

3)建築費用

現在住宅を新築するには最低3,000万円は必要で、

ここで提案した住宅は土地購入費用を含まない経費

で3,500万円の概算見積もりであった(ハート1級

建築士事務所)。住宅の改築、新築の必要性に迫られ

ても、現実では必要経費の問題で実現しない場合が

多い。住みやすい住宅や介護しやすい住宅は医療保

険の面からも、介護保険の面からも経済的には確実

にコスト削減になると言われている18)。様々な住宅

の補助制度があるが19・20)さらにその充実が望まれる。

おわりに

我が国では介護保険制度による公的支援が始まる

ので、年老いた両親を何とか頑張って看取ろうと決

意する人や、自宅で最後を迎えたいと願う人が今後

増えるものと予想される。その「決意」や「願い」

が可能かどうかを決める大きな要因の一つは「住宅

の質」と考える。

デンマークには「在宅看取り支援制度」がある。

一般にはがん患者を想定しているが、最後の時を自

宅で過ごしたいと願う人に付き添うため家族などが

休職した場合、自治体が生活費を補償する。紹介さ

れた例では月額40万円の補償であった。またこの制

度では介護や看護はヘルパーや訪問看護婦が昼、夜

を問わず来てくれるので、家族は主に精神的な支え

として心ゆくまで付き添う21)。

福祉制度の成熟した国家は、在宅での看取りが可

能な住宅に加えて、「安らぎ」や「人権」が大切にさ

れている社会である。

我が国における住環境のバリアフリー化に大きく

影響を与えた法律は通称ハートビル法(高齢者、身

体障害者などが円滑に利用できる特定建築物の建築

の促進に関する法律)22)である。この法律は1994年

9月から施行された。この法律に大きな影響を与え

たのは1990年に米国で制定された「ADA法:

Americans with Disabilities Act:障害をもつアメリ

カ国民法」23)と言われる。ADA法の基本は「障害が

あってもなくても、誰もが社会の一員として外出し

たり、社会参加する権利がある」と規定した点にあ

る。このようにADA法は「人権」「平等」をベース

にしているのに対し、ハートビル法は大きな建築物

の構造規制に留まっていた。住宅のバリアフリー化

と共に、この「人権」「平等」をベースにした住環境

のバリアフリー化も今後の大きな課題である。

一定の土地の上に建てられる住居は、その土地の

持つ特性(広さ、方位、隣接する建物、道路との関

係、周囲との高低差等、)によって大きく規制される。

それゆえ、それぞれの土地にもっとも合致した建物

は様々であって、私達がここで提示した例に当ては

められる住居は多くはないはずである。しかし基本

的な考え方を汲み取って頂き、住環境の改善にぜひ

役立たせて頂きたい。

表4　太陽光発電の設置に対する新エネルギー財団の補助内容

1 kW 当たりの対象システム価格 算式又は金額

87.5 万円以下のシステム
(対象システム価格- 24.8 万円)　 ×1.05

2

87.5 万円を超え、95 万円以下のシステム 32 .92 万円

95 万円を超えるシステム 31.27 万円
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